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Asi加 andother = 14.5拡
5ingle = 44.5i臣
Married = 34.5% 
5eparated = 5.5% 
Oivorced = 6.4完
Cohabiting =守.1%
















Reflector， Dual， Combination (Activist-
Theorist-Pragmatists)で、あった。
Learni島幸窓tyle品P拍1貯ence








意差が見られた(知識:t =一.461， df = 109， p 
=.000，態度:t = -2.356， df = 109， p = . 020， 




2. 645， p = . 076，態度:F (2， 106) = O. 341， p 
= . 712)。しかし、介入技術の自信については
有意な違いが見られた (F(2， 106) = 6. 915， p 
ニ .002)。さらに、介入技術の自信得点は
“dual" (M = 67. 2， SE = 2. 1)は Reflector(M 
= 57.3， SE = 1.8)に比べて有意に高かった (p
二 0.002)。加えて、“dual" (M = 67.2， SE = 
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2 Honey dZ MumfordのLSQ(Learning Sty les 
Questionnaire)は、学習スタイル研究分野
において最も影響を与えた 13の理論・モデ
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3 イギリスの看護学教育制度では、 3年間の
大学教育課程の中で看護師登録資格取得コ
ースを学ぶ。学生は入学時より成人看護、
小児看護、精神看護、学習障害看護の 4領
域から選択して入学する。大学によって開
設している領域は異なる(曽根ら， 2005)。
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